
予防接種後健康被害救済申請
・予防接種後副反応報告管理システム

「予防接種後健康被害救済申請書」ならびに「予防接種後健康被害救済申請書」に記載されている情報をデータベースにて管理し、さまざまな角度
からの統計および情報検索を可能にすることで、予防接種後の健康被害救済申請の迅速化ならびに適正化を目的とする。

目的

管理対象範囲

本システムでは、 「予防接種後健康被害救済申請書」ならびに「予防接種後健康被害救済申請書」について、紙または電子データとして蓄積された
情報を管理対象とする。

図１ 予防接種後健康被害救済申請・予防接種後副反応報告管理システムの機能構成
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予防接種後副反応に関するワクチン製剤の成分
ならびにその性状に関する研究

・予防接種後副反応症状とワクチン成分に関して評価すること
で、詳細なワクチン側の副反応因子が明らかになることが期
待される。

・国際的に動物福祉や倫理上の観点から、動物試験の代替
法に関する研究が精力的に進められている。

・我が国においても、in vitro代替試験法の開発を進めると共
に、その妥当性および限界を充分に評価していくことが重要で
ある。
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